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平成28年度
上半期の財政状況

（9月30日現在）

一般会計歳入の状況
●予算額　　39億7,767万円
●収入済額　22億4,475万円
●収入率　　56.4%

■
前
年
度
同
期
よ
り
５
８
５
５
万
円

少
な
い
予
算
額

　
村
の
平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
38
億
１
９
６
０
万
円
で
し
た
。
そ

の
後
、
６
月
と
９
月
の
予
算
補
正
で
計

１
億
５
８
０
７
万
円
を
追
加
し
て
、
９

月
末
現
在
で
は
39
億
７
７
６
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
同
期
と
比
べ

５
８
５
５
万
円
少
な
い
予
算
額
で
す
。

　
歳
出
予
算
額
を
目
的
別
に
前
年
度
と

比
較
す
る
と
、
農
林
水
産
業
費
で
産
地

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
で

５
１
０
３
万
円
（
15
・
２
％
）
の
増
、

商
工
費
で
は
甘
茶
製
造
機
械
更
新
事
業

な
ど
で
４
２
１
２
万
円
（
94
・
２
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
総
務
費
が

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
工
事
や
緊

急
雇
用
創
出
事
業
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
事
業
な
ど
の
終
了
と
、

前
年
度
は
基
金
積
立
金
を
計
上
し
て
い

た
こ
と
か
ら
１
億
６
９
６
０
万
円

（
17
・
９
％
）
の
減
、
消
防
費
で
は
、

二
戸
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
事
業
が
終

了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て

４
４
３
０
万
円
（
11
・
２
％
）
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
収
入
率
は
56
・
４
％
、
歳
出
執
行

率
33
％

　

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
の
予
算
に
対
す
る
進
ち
ょ
く

状
況
を
上
の
グ
ラ
フ
で
表
し
て

い
ま
す
。
歳
入
の
収
入
済
額
は

22
億
４
４
７
５
万
円
で
収
入
率
は

56
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
同

期
を
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い

ま
す
。
一
方
歳
出
は
13
億
３
５
７
万

円
を
支
出
し
て
執
行
率
32
・
８
％
と

前
年
同
期
よ
り
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
村
債
残
額
39
億
円（
基
金
残
高

46
億
円
）

　

村
債
（
借
金
）
の
残
高
は
、

39
億
２
６
０
６
万
円
で
前
年
同
期
か

ら
１
億
１
６
５
５
万
円
増
え
て
い

ま
す
。
村
民
一
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
約
64
万
円
の
借
金
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
基
金

（
貯
金
）
の
残
高
総
額
は
前
年
同

期
よ
り
４
億
２
２
９
７
万
円
増
の

46
億
６
１
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
村
の
予
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
村
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
予
算
の
執
行
状
況
や
財
産
の
内
訳
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
年
に
２
回
（
上
半
期
と
下
半
期
）、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
平
成
28
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
一
般
会
計
・
特
別

会
計
な
ど
の
予
算
執
行
状
況
や
公
有
財
産
、
地
方
債
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0 1 2 3 4 5 10 20

地方交付税

村　　　債

村 税

県 支 出 金

国庫支出金

使用料及び手数料

諸 収 入

地方消費税交付金

地 方 譲 与税

そ の 他

19億2,233万円
15億2,894万円（79.5%）

3億3,059万円
3,686万円（11.1%）

4億 431万円

6億1,440万円

2億7,079万円（67.0%）

0万円（0.0%）

3億5,800万円
3,611万円（10.1%）

4,987万円
1,330万円（26.7%）

6,416万円
2,717万円（42.4%）

5,969万円
5,603万円（93.9%）

6,315万円
1,825万円（28.9%）

1億1,117万円
2億5,730万円（231.4%）

（億円）

予算額

収入済額

（　　）内は収入率

※その他は、分担金及び負担金・自動車取得税交付金・繰越金など

村
の
家
計
簿
を
公
表

一
般
会
計
予
算
は
39
億
７
７
６
７
万
円
に
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水道事業会計の状況
◎収益的収入と支出…主に飲料水を作るお金

予算額は前年度同期と比べ 34 万円（0.2％）の減となっています。

収
　
　
入

科　　目 予算額 収入済額
水 道 料 金 11,934 6,251

一般会計補助金 97 0

そ の 他 の 収 益 1,971 4

合　　計 14,002 6,255

支
　
　
出

科　　目 予算額 支出済額
浄･配･給水費用 4,532 1,525
施設等減価償却費 6,411 0
企業債利息償還金 1,563 797
その他(総係費含む) 1,496 511

合　　計 14,002 2,833

◎資本的収入と支出…主に施設を整備するお金
支出の予算額は前年度同期と比べ 2,109 万円（35.1％）の増となっています。

支出超過分は、内部留保資金で運営しています。

収
　
　
入

科　　目 予算額 収入済額
国 庫 補 助 金 0 0
一般会計補助金 336 0
一般会計出資金 0 0
建設改良補償金 720 150
企 業 債 0 0
負 担 金 432 0

合　　計 1,488 150

支
　
　
出

科　　目 予算額 支出済額
施 設 改 良 費 3,153 471

老朽管更新事業費 0 0

営 業 設 備 費 394 288

企 業 債 償 還 金 4,573 2,271

合　　計 8,120 3,030

（単位：万円）

（単位：万円）

特別会計の状況
区       分 予　算　額 収入済額 支出済額

国民健康保険 8億5,410万円 2億8,688万円
（33.6％）

3億4,373万円
（40.2％）

後期高齢者医療 5,446 万円 1,350 万円
（24.8％）

1,007 万円
（18.5％）

農業集落排水事業 3,388 万円 345 万円
（10.2％）

1,301 万円
（38.4％）

下 水 道 事 業 1億4,148万円 1,916 万円
（13.5％）

5,514 万円
（39.0％）

索 道 事 業 2,248 万円 7 万円
（0.3％）

156 万円
（6.9％）

戸 田 財 産 区 1,246 万円 337 万円
（27.0％）

686 万円
（55.1％）

伊保内財産区 683 万円 311 万円
（45.6％）

260 万円
（38.1％）

江刺家財産区 652 万円 183 万円
（28.0％）

128 万円
（19.6％）

合 計 11億3,221万円 3億3,137万円
（29.3％）

4億3,425万円
（38.4％）

※ 収入済額より支出済額が多い会計については、会計間で一時
　運用を行っています。

公有財産・基金の状況
区       分 9月30日現在高 3月31日との比較

土 地 975,037㎡ ±0㎡

建 物 64,228㎡ ±0㎡

有 価 証 券 416万円 ±0万円

出資による権利 7,549万円 ±0万円

物 件 公用車・消防車など69台 −3台

財政調整基金 37億6,906万円 ＋4億8,987万円

人材育成基金 1億円 ±0万円

減 債 基 金 2億7,633万円 ±0万円

地域振興基金 3億9,698万円 ±0万円

その他の基金 6,376万円 −6,387万円

区       分 9月30日現在高 3月31日との比較

政 府 資 金 26億5,975万円 ＋2億296万円

地公体金融機構 7億4,622万円 ＋7,866万円

市中銀行など 4億9,487万円 −2,858万円

共 済 な ど 1,534万円 −473万円

岩 手 県 基 金 988万円 ±0万円

合 計 39億2,606万円 ＋2億4,831万円

村債の状況

一般会計歳出の状況
●予算額　　39億7,767万円
●支出済額　13億   357万円
●執行率　　32.8%

0 2 4 6 8 10

総 務 費

民 生 費

土 木 費

公 債 費

農林水産業費

教 育 費

消 防 費

衛 生 費

議 会 費

そ の 他

7億7,566万円
3億2,071万円（41.3%）

7億5,561万円
2億9,252万円（38.7%）

6億1,815万円

3億9,344万円
1億9,260万円（49.0%）

3億5,174万円

3億8,539万円
1億5,460万円（40.1%）

1億4,333万円（40.8%）

3億8,621万円
6,902万円（17.9%）

1億6,755万円

5,212万円
2,533万円（48.6%）

9,180万円
1,778万円（19.4%）

（億円）

予算額

支出済額

（　　）内は執行率

 2,909万円（4.7%）

5,859万円（35.0%）

※その他は、商工費・予備費。
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技
術
指
導
お
よ
び
経
営
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

㈱
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
の
専

任
指
導
員
に
よ
る
指
導
の
ほ
か
、

農
業
短
大
、
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
、
農
協
、
そ
し
て
先
進

的
な
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る

農
家
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

農
作
物
の
栽
培
、
経
営
管
理
な

ど
、
農
業
経
営
に
必
要
な
ノ
ウ

ハ
ウ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

■
応
募
資
格

○
新
規
学
卒
者
、
Ｕ
タ
ー
ン

者
な
ど
で
、
独
身
者
は
お
お

む
ね
30
歳
以
下
、
既
婚
者
は

お
お
む
ね
40
歳
以
下
の
人
。

○
村
外
か
ら
の
転
入
者
は
、

引
き
続
き
村
内
に
居
住
し
営

農
で
き
る
人
。

■
条
件
な
ど

○
村
と
研
修
な
ど
の
契
約
を

締
結
し
、
村
が
指
定
し
た
施

設
な
ど
で
研
修
を
行
う
こ
と
。

○
研
修
を
中
断
し
た
場
合
お

よ
び
就
農
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
助
成
金
を
返
還
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
書
類
お
よ
び
面
接
審
査
を

行
い
ま
す
。

■
募
集
人
数

若
干
名

■
募
集
期
間

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

㈱
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
（
村

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
内
☎
42

‐
２
１
１
１
内
線
２
１
８
・

於
本
）
ま
た
は
農
林
建
設

課
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
４
１
・
浅
水
）

始
め
ま
せ
ん
か
？

　
農
業

【
支
援
内
容
】

　

生
活
費
を
３
年
間
（
営
農
研

修
期
間
）
支
援
し
ま
す
。

○
単
身
者
世
帯

月
額
10
万
円

○
夫
婦
２
人
世
帯

月
額
13
万
円

○
夫
婦
と
子
ど
も
世
帯

月
額
15
万
円

　
村
で
は
、
新
規
就
農
者

（
研
修
者
）
支
援
対
策
事
業

を
行
い
、
農
業
の
担
い
手

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
間
の
生
活
費
を
支

援
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ

な
た
も
農
業
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

協力して育てたトマトを手にする研修生

収穫したトマトの出荷作業をする、ナインズファーム研修生
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■
開
催
日
時

　
12
月
16
日
（
金
）

　
下
見
会　
午
前
10
時
～

　
入
札
時
間　
午
前
11
時
～

■
開
催
場
所

　
二
戸
地
区
合
同
庁
舎

　

 

１
階　
大
会
議
室

■
当
日
必
要
な
物

　

本
人
確
認
資
料
（
運
転
免

許
証
な
ど
）、
印
鑑
（
ス
タ
ン

プ
式
は
不
可
）、
代
理
人
の
場

合
は
委
任
状
、
買
受
代
金

■
そ
の
他

　

公
売
に
係
る
見
積
価
額
、
公

売
保
証
金
の
額
は
、
公
売
日
の

３
日
前
ま
で
に
公
告
さ
れ
ま
す

の
で
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
へ

先
に
確
認
願
い
ま
す
。（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
）

　

差
し
押
さ
え
た
財
産
の
公
売

の
た
め
、
事
情
に
よ
っ
て
予
告

な
く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

物
件
を
公
売
し
ま
す

　
大
切
な
税
の
公
平
性
と
税
収
を
確
保
す
る
た
め
、
差
し
押

さ
え
た
物
件
の
公
売
会
を
、
二
戸
管
内
市
町
村
が
合
同
で
行

い
ま
す
。
本
村
か
ら
も
多
数
出
品
し
ま
す
。

座卓テーブル 漆器

　

空
き
家
発
生
の
抑
制
を
目

的
と
し
て
、
被
相
続
人
が

主
と
し
て
居
住
し
て
い
た

一
定
の
要
件
を
満
た
す
家

屋
（
注
）
の
相
続
人
が
そ
の

家
屋
（
主
と
し
て
居
住
の
用

に
供
し
て
い
た
一
つ
の
建
築

物
に
限
り
ま
す
。
以
下
「
被

相
続
人
居
住
用
家
屋
」
と
い

い
ま
す
）
又
は
取
壊
し
後
の
土

地
を
譲
渡
し
た
場
合
、
当
該
家

屋
又
は
土
地
の
譲
渡
所
得
か
ら

３
０
０
０
万
円
を
特
別
控
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
注
「
一
定
の
要
件
を
満
た
す

家
屋
」
と
は
、

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
こ
と

②
区
分
所
有
建
物
で
は
な
い
こ

と③
相
続
開
始
の
直
前
に
お
い
て

被
相
続
人
以
外
に
居
住
を
し
て

い
た
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と

を
満
た
す
家
屋
を
い
い
ま
す
。

■
適
用
要
件

○ 

対
象
者　
　

相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
り
被

相
続
人
居
住
用
家
屋
及
び
被

相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷
地

等
を
取
得
し
た
者

○ 

対
象
財
産　

被
相
続
人
居
住
用
家
屋
又
は

被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷

地
等
（
相
続
開
始
の
時
か
ら

譲
渡
の
時
ま
で
事
業
の
用
、

貸
付
け
の
用
又
は
居
住
の
用

に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ

る
も
の
は
対
象
外
）

被相続人の居住用財産
に係る譲渡所得の

特別控除の特例

○ 

譲
渡
要
件　

相
続
開
始
が
あ
っ
た
日
か

ら
同
日
以
後
３
年
を
経
過

す
る
日
の
属
す
る
年
の
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
①

被
相
続
人
居
住
用
家
屋
を

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
そ

の
被
相
続
人
居
住
用
家
屋

及
び
被
相
続
居
住
用
家
屋

の
敷
地
等
を
譲
渡
し
た
場

合
（
譲
渡
の
時
に
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
て
、
耐

震
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
な
い

場
合
を
含
み
ま
す
。）
又
は

②
被
相
続
人
居
住
用
家
屋

の
取
壊
し
等
後
に
被
相
続

人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
等

を
譲
渡
し
た
場
合

○ 

譲
渡
価
格
制
限

譲
渡
価
格
が
１
億
円
を
超

え
な
い
こ
と

○
適
用
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
12
月
31
日
ま
で

の
間
の
譲
渡

■
制
度
概
要
の
問
い
合
わ
せ

（
村
総
務
企
画
課
地
域
振
興

班
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

１
７
１
）

■
問
い
合
わ
せ

税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
２
３
３
）
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

の手ほどきを受けながら、そば打ちに挑戦する体験者

鶏もも肉の鉄板焼きの香ばしい香り
に来場者が集まっていました

新鮮な野菜や特価品を買い求める
買い物客

新そばまつり＆収穫祭
秋香る九戸美味に舌鼓
　新そばまつり＆オドデ館友の会秋の収穫感謝祭が10月22
日と23日、道の駅おりつめオドデ館で開かれました。期間
中にはそば打ち体験も行われ、村生活改善グループ連絡研究
会による指導を受けながら、８人がそば打ちを体験しました。
会場では新そばが特価で販売されたほか、屋外で鶏もも肉鉄
板焼きや餅せんべい、串もちや田楽豆腐などが販売され、香
ばしい香りが買い物客を引き寄せていました。また、きねと
臼を使った餅つきも行われ、出来立ての餅を求めようと、長
い行列ができていました。

106歳を祝福される小野寺タキさん（前列中）

小野寺タキさん 106 歳祝福
小学生と花に囲まれ笑顔
　小野寺タキさん（長興寺下）が11月９日、106歳の誕生
日を迎え、家族などが一同に集まりお祝いをしました。五枚
橋久夫村長が自宅を訪問し、花束と長寿祝い金を手渡し祝福。
受け取った小野寺さんは「長生きをして多くの子どもや孫に
恵まれてうれしい」と喜んでいました。この日は長興寺小学
校の６年生３人が駆け付け、自分たちが育てたシクラメンを
手渡し、祝福に花を添えました。小野寺さんは地元の小学生
や多くの花に囲まれて、大変喜んでいました。

伊高郷土芸能委員会が優秀賞１席
悲願の全国切符獲得
　伊保内高等学校郷土芸能委員会が10月15日に矢巾町で開
かれた、県高校総合文化祭郷土芸能発表会で、優秀賞１席に
輝きました。上位から２番目となる好成績で、来年８月に宮
城県で行われる全国高校総合文化祭への出場権を獲得しまし
た。平成15年に同委員会が発足後、14年目にして念願であっ
た初の全国切符獲得となりました。10月17日、役場村長室
に同校菅原尚

たか

志
し

校長と同委員会委員長の林大地さん（３年）
たちが訪れ、喜びを報告。林さんは「指導者や地域の皆さま
のお蔭で非常にうれしい」と話していました。

林さん（中右）が五枚橋村長（中左）へ全国切符獲得を報告
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村生活改善グループ連絡研究会会員（左）

職人のそば打ち実演を見る来場者

受賞の喜びを五枚橋久夫村長に報告する小野寺ヱネさん（右）

戸田小でなめこの植菌体験
自然に触れ  恵みを学ぶ
　10月20日、戸田小学校の３・４年生が自然学習を取り入
れようと、瀬月内地区の山林でなめこの植菌体験を行いまし
た。宇堂口部分林管理会会員の協力を得て、ほだ木になめこ
の菌を植えました。ヤマザクラやハンノキ、ヤマナシの原木
に電動ドリルを使用し穴を開け、金づちを使ってなめこの菌
を植え込みました。途中、雨が降ってきましたが用意してい
た菌はすべて植え終わり、最後にはネーチャーゲームという
遊びで自然の中での遊びを楽しみました。

電動ドリルを使って、ほだ木に穴を開ける戸田小児童

いきいきふれあい集会に 82人
仲間と交流楽しむ
　いきいきふれあい集会は11月12日、ＨＯＺホールで開か
れました。一人暮らしの高齢者82人が出席し、互いに顔を合
わせ和やかに交流を深めました。二戸警察署九戸駐在所の大久
保好幸所長と二戸消防署九戸分署の槻木澤力分署長が安全な生
活について講演。その後、松本清さんと絢子さんから村に車い
す５台を寄贈していただきました。乾杯後は村ボランティア連
絡協議会や日本民謡協会岩手九戸会の皆さまによるアトラク
ションを開催。参加者は、ステージで発表される歌や踊りに拍
手を送りながら、仲間とのふれあいを楽しんでいました。

踊りを見ながら互いに親睦を深めました

行政相談員総務大臣表彰
小野寺ヱネさんに栄誉
　小野寺ヱネさん（南田）が10月７
日、行政相談委員総務大臣表彰を受
賞しました。小野寺さんは平成15年
４月より総務大臣から行政相談委員
を委嘱。以来13年間、行政の仕事
に関する苦情などの相談を受け付け、
助言や関係機関に対する通知などを
無報酬で行ってきました。住民の立
場に立って親身に相談に乗り、行政
相談委員制度の広報活動も積極的に
行っていることがたたえられ受賞と
なりました。
　10月 11日に役場村長室を訪れ、
五枚橋久夫村長へ受賞の喜びを報告
しました。
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新春恒例の『書き初め大会』を開催します。
年頭に当たり、気持ちも新たに書き初め大会に参加
してみませんか？
期　日　平成 29 年１月８日（日）
場　所　HOZ ホール

《日    程》　  8：30　受付開始
　　　　  9：00　開会式
　　　　  9：20　席　書
　　　　    10：30　閉会式
◆申込方法
①小中学生については、各学校で参加希望者を取り
まとめます。
②高校生・一般については、各戸に配布予定のチラ
シにて申し込みください。
◆申込期限　平成 28 年 12 月 20 日（火）
◆申込先　村公民館（☎ 42-2111 内線 312）

　

村
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
10
月
16
日
、
く
の
へ
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
11
回

目
と
な
る
今
回
は
、
県
内
外
か
ら

１
１
３
人
が
集
ま
り
、
優
勝
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
４
人
１
組
に
な

り
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
36

ホ
ー
ル
を
回
っ
て
打
数
を
競
い

ま
し
た
。
本
村
出
身
の
上
位
入
賞

者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
女
子
の
部

④
玉
川
の
り
子

プ
レ
ー
と
会
話
を
楽
し
む

秋
晴
れ
の
下
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
参
加
者

　

戸
田
上
行
政
区
が
鍵

掛
け
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
さ
れ
、
10
月
11
日
に

村
役
場
村
長
室
で
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
戸
警
察
署
署
員
や

村
防
犯
協
会
の
尾
友
元

一
会
長
な
ど
が
出
席
し
、

同
署
小
野
寺
啓ひ
ろ

泰や
す

署
長

か
ら
高
見
舘
保
さ
ん（
戸

田
上
）
へ
指
定
証
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

戸田上が鍵掛けモデル指定

県
知
事
表
彰
３
人
が
受
賞

　

そ
の
後
、
同
行
政
区
の
各
世

帯
を
訪
問
し
広
報
活
動
を
実
施
。

外
出
す
る
と
き
に
は
鍵
を
掛
け

る
よ
う
、
玄
関
に
貼
る
ス
テ
ッ

カ
ー
を
配
っ
た
り
チ
ラ
シ
を
配

り
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た

の
は
本
村
で
、
長
興
寺
上
・
下

行
政
区
に
次
い
で
２
例
目
と
な

り
ま
す
。

戸田上行政区に指定証が贈呈

県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
た
、
髙
﨑
信

さ
ん
（
左
）
と
山
下
初
雄
さ
ん
（
右
）

　

11
月
22
日
、
松
浦
ア
キ
さ
ん

が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

家
族
や
入
所
し
て
い
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
折
爪
荘
の
職
員

た
ち
と
祝
福
し
ま
し
た
。
当
日
、

五
枚
橋
久
夫
村
長
が
折
爪
荘
へ

訪
問
し
、
花
束
と
長
寿
祝
い
金

を
手
渡
し
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

折
爪
荘
か
ら
も
写
真
立
て
や

ケ
ー
キ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
折
爪

荘
職
員
に
よ
る
、
踊
り
・
大
黒

舞
を
見
て
喜
ん
で
い
る
の
が
印

象
的
で
し
た
。

松
浦
ア
キ
さ
ん
１
０
０
歳
を
祝
う

五
枚
橋
村
長（
右
）が
松
浦
ア
キ
さ
ん

（
左
か
ら
２
番
目
）の
１
０
０
歳
を
祝
福

　

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

運
動
県
民
大
会
が
10
月
26
日
、

盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
席
上
で
交
通
安
全

に
功
績
が
あ
っ
た
人
へ
表
彰
が

行
わ
れ
、
本
村
か
ら
３
人
が
岩

手
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

■
市
町
村
交
通
指
導
員

▽
功
績
章　
髙
﨑
信

　
　
　
　
　
山
下
初
雄

▽
岩
手
県
交
通
指
導
隊
連
絡
協

議
会
会
長
表
彰　
中
村
健
司　
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冬
部　

雪
女

文
化
の
日
充
実
の
刻
流
れ
け
り

一
言
の
悔
の
重
さ
や
今
朝
の
冬

土
に
帰
す
枯
葉
に
風
の
柔
ら
か
く

時
雨
傘
閉
じ
て
開
く
や
裏
参
道

今
生
を
握
り
合
う
手
や
片
時
雨

高
島
ふ
み
女

今
朝
の
冬
身
に
応
う
る
は
年
の
所
為

子
等
の
目
や
奮
起
の
一
歩
文
化
の
日

秋
の
葬
時
を
刻
ん
で
悔
い
修
す

三
秋
や
重
な
る
訃
報
悔
い
深
む

着
飾
っ
て
眠
り
こ
け
た
る
七
五
三

渡　
　

赤
藤

早
起
き
や
リ
ズ
ム
崩
れ
る
今
朝
の
冬

力
作
や
色
と
り
ど
り
に
文
化
祭

孫
の
住
む
北
の
大
地
や
冬
に
入
る

菅
野　

岑
子

家
毎
に
屋
号
染
め
抜
き
夏
の
れ
ん

あ
と
先
き
に
つ
き
来
る
秋
の
蝶
親
し

走
り
咲
く
萩
ほ
つ
ほ
つ
と
裏
戸
か
な

頼
ら
る
る
暮
し
に
も
慣
れ
秋
の
蝉

花
韮
の
そ
れ
よ
り
白
き
蝶
の
来
し

田
村　

畦
畔

畑
整
理
終
わ
ら
ぬ
ま
ま
や
今
朝
の
冬

嬉
し
い
ね
知
人
の
叙
勲
文
化
の
日

裏
山
は
未
だ
に
落
ち
ぬ
朴
枯
葉

銀
杏
散
る
九
戸
政
実
生
誕
地

稗
の
殻
畑
一
面
に
敷
き
つ
め
し

秋
深
し
自
問
自
答
の
家
事
に
暮
れ

農
な
れ
ば
晴
の
日
祈
る
神
無
月

舘
村　

青
村

穏
や
か
な
日
差
し
の
あ
り
て
今
朝
の
冬

村
人
に
叙
勲
の
あ
り
し
文
化
の
日

白
樺
の
山
路
幽か

そ
けし
枯
葉
か
な

片
時
雨
夕
日
に
映
ゆ
る
村
役
場

【
十
月
席
題
詠
よ
り
】

友
の
訃
に
接
す
る
朝
秋
時
雨　
　
　
　
（
雪　

女
）

秋
楽
し
「
熊
に
注
意
」
と
評

し
る
べ

立
つ

大
き
な
訃
二
つ
の
悔
や
秋
深
む　
　
　
（
ふ
み
女
）

秋
高
し
健
康
寿
命
心
足
る

気
張
る
日
や
布
団
干
し
た
り
洗
い
物　
（
赤　

藤
）

訃
に
接
し
し
ば
し
無
気
力
秋
思
か
な

突
と
し
て
友
の
訃
報
や
秋
惜
し
む　
　
（
青　

村
）

非
凡
な
る
人
の
集
い
て
紅
葉
句
座

◉１月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を大募集！希望す
る人は 12 月９日（金）までに、写真（データも可）を
広報担当（☎42-２１１１内線１６８）まで持参ください。

篠山　結
ゆい

翔
と

くん
12月５日生まれ／長男／柿の木

（父）翔さん（母）優さん

「結翔の成長はパパとママの
喜びだよ」 パパ・ママより

高倉　結
ゆ

瑞
ず

ちゃん
12月13日生まれ／長女／泥の木
（父）文哉さん（母）希

ま
穂
お

さん

「たくさん遊んでたくさん食べて
元気に育ってね」パパ・ママより

１歳のお誕生日おめでとう☆

　
若
い
こ
ろ
か
ら
米
や
た
ば
こ
な
ど
の

農
業
を
生
業
と
し
、
50
歳
ぐ
ら
い
か
ら

65
歳
ぐ
ら
い
ま
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
も
働

い
て
い
ま
し
た
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
住
環
境
が
よ

く
、
自
分
が
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る

こ
と
が
元
気
の
秘
け
つ
だ
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
老
人
ク
ラ
ブ

で
や
っ
て
い
る
、
毎
週
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
が
楽
し
み
だ
ね
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
老
人
ク
ラ
ブ

で
歌
を
歌
っ
た
り
、
風
呂
に
入
っ
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
い
い
思
い
出
だ
ね
。
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将
来
を
担
う
村
の
子
ど
も
た

ち
に
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

提
供
し
、
効
果
的
な
学
校
教
育

実
現
の
た
め
「
望
ま
し
い
教
育

環
境
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
22
人
で
構
成
さ

れ
、
学
識
経
験
者
、
議
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ・保
護
者
会
、学
校
評
議
員
、

学
校
長
か
ら
22
人
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
回
望
ま
し
い
教
育
環
境

あ
り
方
検
討
委
員
会
は
10
月
21

日
に
開
催
さ
れ
、
委
員
長
に
田

代
高
章
（
岩
手
大
学
教
育
学
部

教
授
）
氏
が
選
出
さ
れ
、
漆
原

教
育
長
か
ら
田
代
委
員
長
に
諮

問
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
教
育
委
員
会
事
務

局
か
ら
、
児
童
数
の
推
移
な
ど

九
戸
村
の
小
学
校
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
委
員
か
ら

は
過
去
の
統
廃
合
の
経
緯
や
、

近
隣
市
町
村
の
統
廃
合
の
状
況

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
会
議
を
重
ね
、
子
ど
も

た
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
よ
り

望
ま
し
い
教
育
環
境
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
29
年
８
月
ま
で
に

答
申
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

望
ま
し
い
教
育
の
在
り
方

　
　
　
　
検
討
委
員
会
設
置

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
黒
山
の
昔
穴
遺
跡

群
の
調
査
を
江
刺
家
（
滝
谷
）

〜
長
興
寺
（
袖
川
）
地
区
に
か

け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
か
ら

約
１
０
０
０
年
前
の
居
住
跡
と

思
わ
れ
る
窪
地
の
調
査
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
発
見
し

た
窪
地
に
は
、
そ
の
付
近
の
立

木
に
目
印
と
し
て
ピ
ン
ク
色
か

黄
色
の
リ
ボ
ン
テ
ー
プ
を
巻
き

付
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
度
は
、
目
印

を
付
け
た
窪
地
の
確
認
調
査
を

進
め
、
必
要
に
応
じ
て
周
辺
を

刈
り
払
い
し
て
い
ま
す
。

黒
山
の
昔
穴
遺
跡

　
　
文
化
財
調
査
に
協
力
を

諮
　
問

黒山の昔穴遺跡群の
窪地の調査をしています

　

こ
の
調
査
は
平
成
32
年
度
ま

で
継
続
し
て
行
う
予
定
で
す
の

で
、
今
後
も
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
九
戸
村
教
育
委
員
会
は
、
新

九
戸
村
総
合
発
展
計
画
に
掲

げ
る
将
来
像
「
小
さ
く
て
も
活

力
と
笑
顔
溢
れ
る
し
あ
わ
せ

の
郷
九
戸
村
」
を
受
け
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢

と
希
望
に
溢
れ
、心
豊
か
に「
生

き
る
力
」
を
身
に
付
け
ら
れ

る
よ
う
小
中
（
高
）
連
携
し

た
学
力
向
上
や
地
域
全
体
で

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
学
校

教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
社
会
は
、国
際
化
や
情
報
化
、

少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
み
、
ま

た
、子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
は
、

学
習
指
導
要
領
の
改
正
や
小
中
一

貫
教
育
な
ど
、
国
の
教
育
制
度
改

革
の
推
進
に
よ
り
大
き
く
変
化
す

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
村
は
児
童

数
の
減
少
に
よ
る
学
校
規
模
、
学

級
編
制
の
課
題
が
ま
す
ま
す
顕
在

化
し
、
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い

教
育
環
境
へ
の
影
響
が
強
く
懸
念

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
生

き
る
力
」
を
身
に
付
け
る
学
校
教

育
環
境
の
あ
り
方
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸

課
題
に
対
応
し
た
学
校
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
、
下
記
の
点
に
つ

い
て
、「
望
ま
し
い
教
育
環
境

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
設

置
要
綱
第
２
条
の
規
定
に
よ

り
諮
問
し
ま
す
。

　「
将
来
を
担
う
九
戸
村
の
子

ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
教
育

環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

①
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付

け
た
九
戸
村
の
子
ど
も
た

ち
の
将
来
像
に
つ
い
て

②
九
戸
村
立
小
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て

③
九
戸
村
学
校
教
育
の
特
質

を
生
か
し
た
小
中
連
携
教

育
に
つ
い
て

④
こ
れ
ら
に
伴
う
様
々
な
課

題
の
改
善
に
つ
い
て

　

第
33
回
二
戸
地
方
老
人
ク
ラ

和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
育
む

ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
11
月
７
日
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
二
戸
管

内
か
ら
13
リ
ー
ム
が
出
場
。
本
村

か
ら
も
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
プ

レ
ー
を
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、
上
位
成

績
は
次
の
通
り
で
す
。
①
平
成
会

（
一
戸
町
）　
②
長
興
寺　
③
二
戸

互いに協力し、
準優勝に輝いた長興寺チーム
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木
々
も
す
っ
か
り
葉
を
落
と

し
、
寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
伊
保
内
高
校
２
学
年
は
、

12
月
３
日
か
ら
４
泊
５
日
、
関

西
方
面
へ
修
学
旅
行
に
出
発
し

ま
す
。
高
校
生
活
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
と
も
言
え
る
修
学
旅
行
を
、

楽
し
く
思
い
出
深
い
も
の
に
で

き
る
よ
う
に
生
徒
た
ち
も
一
生

懸
命
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
入
学
か
ら
１
年
半
。
最

近
で
は
生
徒
た
ち
が
だ
ん
だ
ん

大
人
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
実

教
諭　

２
学
年
担
任　

欠
畑　

冴
子　

高
校
生
活
折
り
返
し
地
点

感
し
ま
す
。
素
直
で
明
る
い
所

は
そ
の
ま
ま
に
、
し
か
し
、
学

校
の
主
体
と
し
て
責
任
を
持
っ

て
行
事
に
取
り
組
む
姿
や
、
周

り
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
行
動
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
教

員
は
、
見
守
り
つ
つ
も
生
徒
た

ち
に
任
せ
る
こ
と
が
増
え
、
頼

も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
つ
い
に
３
年
生
。
次

な
る
場
所
で
も
し
っ
か
り
と
生

き
て
い
け
る
人
材
と
し
て
自
信

を
持
っ
て
送
り
出
し
て
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
高
校

生
活
の
後
半
戦
、
生
徒
と
と
も

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

10
月
23

日
、
第
38
回

九
戸
中
学
校

文
化
祭
が
九

戸
中
学
校
で

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

教
科
作

品
、
総
合
・

壁
新
聞
な
ど

の
展
示
、
弁

論
・
英
語
弁

論
、
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、

ＨＥＡＲＴ＆ＳＯＵＬ独
唱
や
合
唱
の
発
表
に
は
、
生

徒
一
人
一
人
が
、
ま
た
学
級
・

「
結
」
を
全
校
生
徒
で
合
唱

学
年
・
全
校
が
、
こ
れ
ま
で
に

た
ど
っ
た
足
跡
が
表
現
で
き
ま

し
た
。

　

各
学
年
の
総
合
発
表
は
、
学

年
に
応
じ
て
「
九
戸
を
知
る
・

探
訪
・
創
る
」
と
題
し
、
こ
れ

ま
で
に
学
ん
だ
、
地
域
の
一
員

と
し
て
の
学
び
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
発
信
さ
れ
、
心
に
残
る
感
動

的
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

（
副
校
長　
野
田　
寛
）

〜
身
も
心
も
打
ち
込
ん
で
・
全
身
全
霊
・
一
心
不
乱
に
〜

　江戸時代を代表する分限（富
豪）一族の若き当主にして好
漢。逆境と闘い続けた男。紀
州・太地の捕鯨集団「太地鯨
組」の若き棟りょう、太地覚吾
は斜陽の村を救うべく日本全国
を駆け巡るが、未曾有の海難事
故でさまざまな困難が奮闘する
「覚吾」を襲う…。

鯨分限
伊東　潤　著／光文社

モーロクのすすめ   10の指南
坪内　稔典　著／岩波書店

質問  老いることはいやですか？
落合　恵子　著／朝日新聞出版

　バラ色の余生のために！
存分に緩もう。たくさん煙
たがれよう。20代30代の頃、
自分がこの年齢になるなん
て考えたことがなかった。
だから今は、想定外の日々
を生きている。きっとモー
ロクとは、はらはら、どき
どきなのかも知れない。

　不要な欲望から自分自
身を出来るだけ解放して
やろう。タフに、デリケ
ートに老いてこう。自分
にとって本当に大事なも
のだけを素手でぎゅっと
握り締めて。人生の風景
が広がる生涯現役のため
の本。

家康、江戸を建てる
門井　慶喜　著／祥伝社

　天正18年、家康は関
白・秀吉から関東240
万石への国替えを要求
された。しかし、そこ
は水浸しの低湿地が多
い広大な土地だった。
貧村、江戸に左遷させ
られた家康の大逆転の
都市計画とは!?
※2017年「敬老の日」おすすめ図書より



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

12

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

身し
ん

土ど

不ふ

二じ

と
は
、
体
と
土
は
一
つ
で

あ
り
、
人
間
が
足
で
歩
け
る
身
近
な
と

こ
ろ（
三
里
四
方
、お
よ
そ
12
㎢
）で
育
っ

た
も
の
を
食
べ
、
生
活
す
る
の
が
よ
い
、

と
す
る
考
え
方
で
す
。

　

日
本
人
に
は
日
本
人
の
体
に
合
っ
た

食
べ
物
が
あ
り
、
体
の
つ
く
り
も
欧
米

人
と
違
い
ま
す
。
古
代
欧
米
人
は
狩
猟

民
族
で
し
た
が
、
日
本
人
は
農
耕
民
族

で
、
木
の
実
や
野
菜
を
食
べ
て
暮
ら
し

て
い
た
の
で
、
消
化
、
吸
収
の
た
め
腸

の
長
さ
も
欧
米
人
の
２
倍
も
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
日
本
人
の
大
腸
が
ん
が
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
食
事
の
欧
米
化
が

食
事
は
身
土
不
二
で
大
腸
が
ん
予
防

原
因
と
さ
れ
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
１
９
７
０
年
代
後
半

か
ら
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
近
年
は

年
間
約
13
万
人
が
か
か
っ
て
い
ま
す

（
２
０
１
２
年
は
１
３
４
，
５
７
５
人
）。

大
腸
が
ん
死
亡
率
は
１
位
青
森
県
、
２

位
沖
縄
県
、
３
位
が
岩
手
県
と
な
っ
て

い
て
注
意
が
必
要
で
す
。（
２
０
１
２

年
独
立
行
政
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
）

　

大
腸
が
ん
予
防
と
し
て
、
冬
は
昔
か

ら
食
べ
ら
れ
て
い
る
具
だ
く
さ
ん
の
汁

物
が
お
す
す
め
で
す
。
便
通
を
よ
く
す

る
食
物
繊
維
を
豊
富
に
含
ん
だ
野
菜（
白

菜
、
大
根
、
人
参
、
ご
ぼ
う
、
き
の
こ
、

ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
）、
豆
腐
、
肉

（
筋
肉
を
つ
く
る
材
料
）
な
ど
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
、
肉
汁
、
ひ
っ
つ
み
、
け
ん

ち
ん
汁
は
た
く
さ
ん
の
う
ま
み
が
出
て
、

お
い
し
く
栄
養
的
に
も
優
れ
た
九
戸
村

の
誇
る
健
康
食
で
す
。

　

す
り
お
ろ
し
た
生
姜
や
、
キ
ム
チ
を

少
量
加
え
る
と
、
体
も
温
ま
る
の
で
お

す
す
め
で
す
。

　

村
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
人
の
中
で
、
被
用
者
年
金

（
厚
生
年
金
な
ど
）
の
受
給
資
格
が
発
生

し
て
い
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
と

そ
の
被
扶
養
者
は
、
国
保
の
「
退
職
者

医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
平
成
27
年
３
月

末
に
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
以
降
、
一
部
該

当
者
を
除
き
、
新
規
の
対
象
者
が
増
え

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。。

◆
対
象
と
な
る
人

　

次
の
①
か
ら
④
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
と
そ
の
人
の
被
扶
養
者
（
※
）
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
村
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
人

②
被
用
者
年
金
を
受
給
す
る
権
利
が
あ
る

③
②
の
年
金
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上

で
あ
る
、
ま
た
は
、
40
歳
以
降
の
と
き

の
加
入
期
間
が
10
年
以
上
で
あ
る

④
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
こ
の
制

度
に
該
当
し
て
い
る
人

※
被
扶
養
者
と
は
、
退
職
被
保
険
者
と

生
活
を
共
に
し
て
い
る
主
に
退
職
被
保

険
者
の
収
入
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て

い
る
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。

・
村
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る

退
職
者
医
療
制
度
と
は
？

・
65
歳
未
満
で
あ
る

・退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配
偶
者
、

子
な
ど

・
年
間
の
収
入
額
が
一
定
金
額
未
満
の
人

◆
対
象
と
な
る
日

　

村
の
国
保
加
入
者
で
あ
る
と
き
、
本

制
度
に
該
当
す
る
被
用
者
年
金
の
受
給

権
が
発
生
す
る
日
が
退
職
被
保
険
者
と

な
る
日
で
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ

た
ら
14
日
以
内
に
、『
年
金
証
書
・
現
在

持
っ
て
い
る
国
保
の
被
保
険
者
証
・
印

鑑
』
を
持
ち
、
役
場
住
民
生
活
課
国
保

住
民
班
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
国
保

の
退
職
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◆
必
ず
届
け
出
を

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人
の
自
己

負
担
額
と
国
保
税
の
ほ
か
、
社
会
保
険

な
ど
か
ら
の
拠
出
金
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

届
け
出
を
し
な
い
場
合
、
本
来
、
社
会

保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
で
負
担
さ
れ

る
べ
き
医
療
費
を
村
の
国
保
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
保
に
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
の
負
担
の
軽
減
の
た
め

に
も
、
対
象
者
は
必
ず
届
け
出
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
人
に
は
、
役

場
の
担
当
か
ら
連
絡
し
ま
す
の
で
、
手

続
き
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
色
々

な
食
材
を
食
べ

る
こ
と
で
、
低

栄
養
を
予
防
す

る
と
と
も
に
、

天
気
の
い
い
日

は
日
光
を
浴
び
な
が
ら
、
体
を
動
か
す

と
骨
や
筋
肉
が

強
く
な
り
、
骨

折
や
寝
た
き
り

の
予
防
に
な
り

ま
す
。
食
べ
過

ぎ
に
は
注
意
が

必
要
で
す
が
、
し
っ
か
り
食
べ
て
、
寒

い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
（
栄
養
士　
高
見
舘　
ハ
ス
ミ 

）
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４
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２
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よ
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二
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消
防
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九
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９
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一
段
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
器
具

な
ど
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、

空
気
も
乾
燥
す
る
た
め
被
害
が
大
き
く

な
る
時
期
で
す
。
暖
房
器
具
の
正
し
い

取
り
扱
い
方
法
や
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
、
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

⃝

暖
房
器
具
の
周
囲
に
衣
類
や
布
団
な

　
ど
の
可
燃
物
を
置
か
な
い
。

⃝

暖
房
器
具
を
使
用

　

し
た
ま
ま
就
寝
し

　
な
い
。

⃝

暖
房
器
具
の
上
部

　

に
洗
濯
物
な
ど
を

　
吊
り
下
げ
な
い
。

⃝

石
油
ス
ト
ー
ブ
な

　

ど
の
給
油
は
完
全

　

に
火
を
消
し
て
か

　
ら
行
う
。

村内の火災・救急（10 月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 1 件 －２件
救 急 28 件 267 件 ＋ 25 件

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に
注
意
を

　

岩
手
県
警
察
で
は
、
年
末
年
始
に
お

け
る
犯
罪
や
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

「
年
末
年
始
に
お
け
る
特
別
警
戒
活
動
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
は
、
12
月
15
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
の
間
で
す
。

　
年
末
年
始
は
、
特
に

⃝

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

　
ア
な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
事
件

⃝

空
き
巣
や
事
務
所
荒
ら
し
な
ど
の
窃

　
盗
事
件

⃝

路
面
凍
結
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故

な
ど
の
事
件
・
事
故
の
発
生
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
・
事
故
に
遭
わ
な

い
た
め
に
、

⃝

防
犯
や
通
報
体
制
な
ど
を
整
え
る

⃝

鍵
掛
け
を
励
行
す
る

⃝

道
路
状
況
に
応
じ
た
安
全
運
転
に
努

　
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
特
に
岩
手
県
は
、鍵
を
掛
け
ず
に
「
空

き
巣
に
入
ら
れ
た
」「
自
転
車
を
盗
ま
れ

た
」
と
い
う
盗
難
被
害
の
割
合
が
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
少
し
の
間
な
ら
大
丈
夫
」
と
油
断
せ

ず
に
、
外
出
時
は
家
中
の
戸
締
り
を
、

年
末
年
始
に
お
け
る
特
別
警
戒
活
動

車
や
自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
に
は
忘

れ
ず
に
、
鍵
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
を
始
め
と

し
た
特
殊
詐
欺
が
依
然
と
し
て
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、「
還
付
金
等
詐

欺
」
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
「
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
お
金
の
要
求
」

や
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
お
金
の
還
付
」
は
す

べ
て
詐
欺
と
考
え
、
す
ぐ
に
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

何
か
と
慌
た
だ
し
い
時
期
で
す
が
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
事
件
・
事
故
や
特

殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
、
年
末
年
始
を
安
全
・
安
心
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
は
、
新
た
に
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
も
２
年
前
納

付
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す

ま
す
便
利
な
納
付
方
法
に
な
り
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
人

は
、
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
大
き
い
６
カ
月
前
納
・
１
年
前

納
・
２
年
前
納
や
、
月
々
50
円
割
引
と

な
る
早
割
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
持
参
の
上
、
希
望
の
金
融

機
関
ま
た
は
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
へ

お
得
な
口
座
振
替
や
前
納
制
度

村内の交通事故（10月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 － 2 件
物損事故 7 件 49 件 － 15 件
負 傷 者 0 人 0 人 － 2 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ±0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 753日
（10月31日現在）
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※ 指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 12月５日㊊ 12月６日㊋ 12月12日㊊
空 き 缶 12月19日㊊ 12月20日㊋ 12月26日㊊
粗 大 ご み 12月13日㊋
紙・プラ類 12月８日㊍ 12月14日㊌ 12月22日㊍

ごみ収集日 12 月

①職種②就業場所③年齢④基本給⑤資格など

◎11月15日現在の求人情報から掲載して
います。求人に関するお問い合わせは、ハ
ローワーク二戸（☎23-3341）まで。求人
情報は役場ロビーでも配布しています。

求人情報
■二戸地方森林組合
①作業員（正社員以外）②九戸
村など③不問④154,100円⑤普通
自動車免許一種、雇用期間：採
用日～平成29年３月31日、試用
期間３カ月
■テーオー食品株式会社岩手工
場
①品質管理（正社員）②九戸村
③不問④185,800円～292,800円⑤
食品化学に関する資格、研究に
使用する器具などをある程度理
解している人、試用期間３カ月
■株式会社  エムアンドエム  盛
岡営業所
①充填作業（有期雇用派遣）②
九戸村③不問④110,250円⑤雇用
期間：平成28年11月21日～平成
29年３月20日
■社会福祉法人 九戸福祉会
①介護職員（正社員以外）②九
戸村③18歳以上④149,000円～
177,000円⑤普通自動車免許一
種、雇用期間：６カ月、契約更
新の可能性あり、試用期間６カ
月
■二戸ロイヤルパレス  株式会社
①調理幹部候補（正社員）②二
戸市③59歳以下④280,000円～
320,000円⑤調理師免許、普通自
動車免許一種、飲食店での調理
経験者

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
12 ４ いちのへ内科クリニック 33-2701 12 ４ ますだ歯科クリニック 26-8282
11 齋藤産婦人科医院 23-2505 11 沢藤歯科医院 25-4002
18 カシオペア医院 23-3331 18 ほんだ歯科クリニック 23-9591
23 藤田内科 38-2772 23 岩渕歯科医院 32-2238
25 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 25 関歯科医院 38-2937
30 二戸クリニック 25-5770 30 石門歯科クリニック 38-2288
31 すがわら消化器内科 23-2879 31 国香歯科医院 23-2223

１ １ 金田一診療所 27-2205 １ １
２ むらかみ医院いたみのクリニック 48-1500 ２ 菅原歯科医院 27-3301
３ 千葉耳鼻咽喉科医院 23-2009 ３ こしみず歯科クリニック 33-4618

二戸消防署九戸分署で救急車・救命資器材更新
　二戸消防署九戸分署に、高規格救急自動車および高度救命処置用資器
材が更新配備され、10月20日から運用されています。
■総事業費　34,192,800円　（車両19,958,400円、資器材14,234,400円）
■車両概要　
○規格　高規格救急自動車
○シャシ　トヨタ・ハイメディック、
４ＷＤ、2,700cc（ガソリンエンジ
ン）、７人乗り
■車両総重量　3,165kg　（普通免許）
■運用開始　10月20日㊍
■問い合わせ　二戸消防署九戸分署　（☎42-3119）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

人のうごき
（平成28年11月1日現在）

●人　口　　６，０８５　人  　（ー７）

　　男　　　 ２，９２６　人　  （ー５）

　　女　　　 ３，１５９　人  　（ー２）

●世帯数　　２，１７１世帯　　（ー１）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　９　人 　 （９７人）

　 転　 出　　　 　８　人  （１１６人）

　 出　 生　　 　　４　人  　（２７人）

　 死　 亡　　　 １２　人  　（７７人）
（カッコ内は１月からの累計）

  あったか生活支援
８，０００円を助成

　村では、高齢者世帯などに対して
冬季間の生活支援を目的とし、あっ
たか生活支援事業を実施します。
■対象者
　平成28年12月１日現在におい
て村内に住所があり、世帯全員が
村民税非課税世帯で、かつ、次に
該当する人が対象となります。た
だし、福祉施設などの入所者は除
かれます。
① 65歳以上の人のみの世帯
②療育手帳の区分AおよびＢの人
が世帯構成員で同居している世帯
③身体障がい者手帳１級および２
級の人が世帯構成員で同居してい
る世帯
④精神障がい者保健福祉手帳１級、
２級および３級の人が世帯構成員
で同居している世帯
⑤介護保険法に基づく要介護４・
５の認定を受けている人のうち、
寝たきりの状態にある人が世帯構
成員で同居している世帯
⑥ひとり親世帯
⑦生活保護世帯
■助成の額
　１世帯当たり8,000円を村共通
商品券にて助成します。
■申し込み
　該当すると思われる人には別途
通知しますので、忘れずに申請し
てください。なお、該当するはず
なのに通知が来ないなどの疑問点
がありましたらお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ先
　住民生活課地域福祉班（☎ 42-
2111 内線 201 ～ 203）

  開発センターで
年金相談会

　年金の受給や年金見込額、年金
免除の手続きなどについて、年金
相談会を開催します。
■日時　12月19日㊊
　　　　午前10時～午後３時
■場所　村山村開発センター
　　　　１階研修室
※相談の際には、年金手帳など基
礎年金番号が分かるもの、免許証
や保険証などの本人確認ができる
物を持参ください。
■問い合わせ　村住民生活課国保住
民班（☎42-2111内線 211・213）、
二戸年金事務所（☎23-4111）

  宝くじ助成金で
まつりの備品を整備

　上町若者連中では平成28年度、
一般財団法人自治総合センター
のコミュニティ助成事業を活用し、
まつりに必要な太鼓などを整備し
ました。同事業では、宝くじの収
益をもとに、コミュニティ活動な
どに必要な施設や設備の整備に対
して助成を行っています。

■問い合わせ　総務企画課庶務財
政班（☎42-2111内線167）

編集後記
◆皆さまのお蔭で発行することができま
した。微力ながら少しでも皆さまのお役
に立てるよう頑張っていきたいと思いま
すので、ご協力をお願いします。（下村）
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第
30
回
村
産
業
・
芸
術
文
化
ま

つ
り
が
10
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で

と
、
11
月
３
日
に
村
公
民
館
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
展
示
部
門
は
28
日
か
ら
３
日
間
、

Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
と
村
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
盆
栽

や
菊
花
、
写
真
や
書
道
、
絵
画
や

標
語
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
日
頃
、
練
習
を
積

み
重
ね
た
成
果
が
出
展
さ
れ
て
い

て
、
ど
の
作
品
も
力
作
が
並
ん
で

い
ま
し
た
。

　

体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
28
日
か
ら

２
日
間
、
産
業
部
門
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー

ス
で
は
約
５
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を

ハ
イ
ハ
イ
し
て
ど
れ
だ
け
早
く

ゴ
ー
ル
で
き
る
か
を
争
う
競
技
で
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
来
場
者

の
大
き
な
声
援
が
赤
ち
ゃ
ん
に
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
通
路
に
あ

る
ぬ
い
ぐ
る
み
に
興
味
を
示
す
赤

ち
ゃ
ん
や
早
い
タ
イ
ム
で
簡
単
に

ゴ
ー
ル
す
る
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
、
多

様
な
行
動
が
会
場
を
沸
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　

発
表
部
門
は
11
月
３
日
、
Ｈ
Ｏ

Ｚ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
長
興
寺
小

学
校
と
伊
保
内
小
学
校
の
全
校
児

童
、
九
戸
中
学
校
の
３
学
年
54
人

が
出
演
し
て
の
合
唱
を
披
露
。
楽

器
を
使
っ
た
り
、
体
全
体
で
表
現

し
た
り
す
る
滑
ら
か
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
13
団
体
が

出
演
し
、
政
實
太
鼓
や
神
楽
保
存

会
な
ど
、
少
な
く
な
る
人
数
で
も

協
力
し
て
、
表
現
力
豊
か
に
発
表

し
て
い
ま
し
た
。

村
産
業
・
芸
術
文
化
ま
つ
り

個
性
あ
る
作
品
並
ぶ

　
文
化
や
芸
に
親
し
む

161616

タンバリンやマラカスなどの楽器を使ったり体全体で表現したりして、合唱を奏でる長興寺小学校の全校児童 43 人

新幹線の乗り物に乗って、ハイ・チーズ 熱いそばの早食いにチャレンジ

16

みんなの視線が注目。入れ、この一打

泣かないで頑張ってー


